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日本留学の成果
一留学生は留学経験をどのように評価しているか―
出原節子
要 旨
経済水準の高まりやITの拡がりなどにより情報が入手しやすくなったこと等もあって,海外留学が身近になり,
受け入れ ・送 り出し共に増加の一途をたどっている。2003年度現在,約11万人の外国人留学生が日本の大学等で学
んでおり,また,2000年の入国管理局の統計によると,「留学 ・研修 ・技術修得」の目的で19万人を超える日本人
が海外に出ている。
日本人の送 り出しに関しては,留学することのメリットに注目する場合が多いが,受け入れに関しては,特に私
費留学生に対 してはネガティブな面が注目されることが多いように感じる。 しかし,「貧 しくて可哀想」であると
か 「お金がなくて困っている」あるいは 「金銭問題で悩んでいる」等のネガティブ面からのみで留学をとらえると,
本質を見失う恐れがある。そこで, 日本への留学経験の 「良かった」面や 「有意義だった」ポジティブ面を調査し
た。
【キーワード】私費留学生 留学経験 ポジティブ面 ネガティブ面
1 はじめに (調査の目的)
日本に受け入れている外国人留学生の90%以上はアジア地域からの留学生である。また,1外国人留学
生のうち約90%(2002年5月現在)は私費留学生である。
私費留学生の受入れにおいては, こ数年ネガティブな面 (経済的に困っている,金銭問題で悩んで
いる等)がクローズアップされることが多いように感じる。筆者が日本語教師として就学生 0留学生に
関わり始めた80年代前半頃には,私費外国人留学生数は1万人にも満たない状況で,「私費外国人留学
生イコール貧しい」というような見方は特になかったように記憶している。ところが,現在では
“私費
留学生",特に “アジア地域
"からの私費留学生というと, とかく経済的に厳しい状況にあるというイ
メージを抱きがちである。
確かに,平均年間所得が数万円から数十万円という国からの留学生にとって,一部を除いては,母国
から十分な仕送りが望めるわけもなく, 日本で学費を払いながら生活を維持することは並大抵の苦労で
はないと思われる。事実, 日本国際教育協会学生生活課が実施した 「2001年私費外国人留学生生活実態
調査①」の調査結果によると,留学生の厳しい経済状態がうかがえる。
富山大学の私費留学生も例外とはいえない。富山大学は北陸地方の小都市 ・富山県富山市にある国立
大学で, 5学部4研究科に約7300人の学生が在籍しており, このうち留学生は2003年11月現在280人で
ある。私費留学生は214人で,76%強を占める。富山市は大都市に比べると住居費が安く, さらに,富
山大学の近辺には学生向けアパートが数多くあり,徒歩もしくは自転車で通学できるので,交通費がか
からないという利点がある。しかしながら, 日本で生活するに十分な仕送りが望めず,アルバイトをす
ることによって学費 ・生活費を捻出しなければならない私費留学生の多くが経済的に厳しい状況に置か
れていることに変わりはない。
多くの私費留学生が 「経済的に困っている」ことは事実であるが,そのような一面的な見方だけで判
断するのは,ステレオタイプ化につながり,私費留学生を貶める危険性もある。そこで,ステレオタイ
プの 「留学生像」が独り歩きしないためにも,留学生自身は日本への留学経験をどのように評価してい
-15-
るのか,留学経験を通して何を得たのか等の
`ポジティブ面'を明らかにするために調査をおこなった。
2 調査
2‐1対象
2002年度 「日本事情Ⅲ②」の受講学生を対象とした。
「日本事情Ⅲ」は, 2年生以上の学部留学生を対象に,教養教育の総合科日として後学期に開講され
ており,2002年度の受講者は49人であった。受講学生のプロフィールは表に示す。
なお,非正規生とは特別聴講学生 (日本語 0日本文化研修留学生,学術交流協定校からの奨学金受給
留学生を指す)や科目等履修生等のことである。
〈国籍〉
国籍
正規生 非正規生
男 女 男 女
中国
韓国
マレイシア
ネパール
スリランカ
ブラジル 1
ロシア 1
計
〈私費留学生数〉
正規生 非正規生
私費留学生
(*は外国政府派遣留学生)
2‐2方法
本稿のデータは,「日本事情Ⅲ」において受講学生が自由記述したレポートから収集した。
「日本事情Ⅲ」は: 日本の社会等をテーマに, 日本文化を学ぶことを目的としてオムニバス形式でお
こなっている。各学部の教員や非常勤講師 (元富山大学教員)が各自の専門等について講義をしており,
筆者も5コマを担当し, この科目をコーディネートしている。筆者は 「異文化について」の講義とワー
クショップをおこなうことで,学生の異文化コミュニケーション能力向上を目指している。
2003年1月の筆者の最終授業で,受講学生は3つのテーマ<①日本留学のすすめ ②留学から得られ
るもの ③日本社会 (文化)の中の私>から1うを選び,テーマについて自由に記述した。①と②は直
接的に留学の成果を尋ねるためのものである。③は授業内容が異文化を扱ったものだったので,その内
容に応えるため選択肢に加えた。留学とは,すなわち,異文化の中で生活することなので,③からも間
接的にデータの収集が可能であった。
正規生では,①を選んだ学生は6人。②を選んだ学生は26人と圧倒的に多く,③を選んだ学生は10人
いた。非正規生では,①を選んだ学生が3人,②を選んだ学生が4人で,③を選んだ学生は1人もいな
かった。詳しくは次の表に示す。
〈所属学部〉
人文 経 教 理 工 計
正規生 18 1 42
非正規生
〈性別〉
正規生 非正規生
男 女 男 女
24
〈学年〉
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正規生 計 非正規生 計
テーマ①
中国 韓国 (2)
ロシア (1)
テーマ② 中国 (21)
韓国 (3)
マレイシア (2)
中国 (2)
韓国 (1)
ブラジル (1)
テーマ③ 中国 (8)
ネパール (1)
ス リランカ (1)
3結果 と考察
すべてのレポー トを細部にわたって何度も読み返し,項目を拾い上げたため,膨大な時間と手間を必
要としたが, 自由記述としたことで,提示された項目を選択するアンケー ト調査等ではつかめない面が
明らかになった。例えば,留学することにより 「自立心が生まれた」「自立 した」と多くの学生が記述
しているが, 自立に至る過程をみると,一様ではない。『自立』という言葉の背景に,実に様々な学生
の生き方が見て取れる。ある学生は,「日本で経済的な苦労をした」ことで自立したとし,またある学
生は 「引っ越し,部屋探しをした」ことが自立のきっかけになったと記述している。加えて, 6人の中
国人学生は 「中国の一人っ子政策が自立をさまたげている」と分析している。これらは, 自由に記述し
たからこそ得られた情報である。(調査結果は巻末資料参照)
以下に, 4つの観点から述べる。
1)テー マ① ・②の調査結果について
留学とは,自国内ではできないことを学んだり,経験したりすることであろう。その成果としては,
(1)専門分野の知識修得,(2)人的交流の拡大,(3)異文化への理解,(4)自文化への理解,さらに(5)自己への
認識等があげられている。今回の調査結果でも, これらが留学のメリットおよび成果としてあげられて
いる。
②を選んだ正規生全員が留学による 「自己」の変化や成長について記述している。大半は 「自立した」
ことや 「独立した」こと,「意志力 0精神力の高まり」等を成果としているが,中に 「日本に来る前は
日本に 『偏見』があらた。両国の歴史は近代にはいって数多くの出来事があり,あまり日本に対して良
い印象を持てなかった。しかし,それは韓国の教育の問題点であることが日本に来てわかった。自分が
日本で生活しながらいろいろな本や資料を読むことで自国の現状を正しく判断できるようになった」と
の韓国人学生の記述があり,大変印象的であった。
また,①②を選んだ正規生の40%が日本に留学したことで 「礼儀正しさ」や 「ルールを守る」こと等
を学び, 日本文化から良い影響を受けたと評価している。その一方で,「金中心の考え方をするように
なった」等の悪影響を受けたとする学生 (中国人)が1人いた。
2)テー マ③の調査結果について
③を選んだ学生は,当然のことながら,異文化との接触 0交流を中心に記述している。日本文化とい
う異文化への戸惑いを感じながらも拒否することなく,それを理解し,受け入れ,やがては日本人と同
じようにお辞儀をし,ワリカンを当たり前と思うようになっている…こうした過程を経ることで 『寛容』
になり 『柔軟性』が身についたと評価している。F柔軟性』については①の正規生の項目に 『柔らかい
考え方ができるようになった』と1度だけ出現しているが,『寛容』については①②には全く出現して
いない。
2人の中国人学生が,「テレビが低俗であること」や 「若者文化
・学生文化」に対する批判をしてお
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り,特に 「テレビが低俗」な理由として,「日本人は意味もなく裸になるが,裸体を公衆に露出するの
は見苦しい」と指摘している。2003年秋に中国の古都,西安で起きた日本人留学生の寸劇に対する抗議
デモを予言するような記述である。
3)非正規生について
7人の非正規生については,約 1年という短期間の滞在ということもあってか,正規生との違いが若
千みられた。
まず,全員が 『異文化接触,異文化体験 ・交流』を一番のメリットとしてあげ,異文化体験や交流を
非常に高く評価している。にもかかわらず,最も異文化に関係していると考えられるテーマ③を選んで
いない。
次に, 自己の変化や成長をメリットとした学生は1人だけで,『自立』という項目が出現したのも1
度だけである。
さらに,中国人非正規生の2人共が, 日本文化から遵法精神 0環境保護の精神 0勤勉 ・効率性 ・団結
の精神 ・環境保全等について学んだことをメリットとしてあげている。この項目は多くの中国人正規生
もメリットとしているが,中国人学生以外は誰も取りあげていないことは興味深い。
4)留学経験をもつ日本人学生との相違について
富山大学の留学経験をもつ日本人学生を対象としたインタビュー調査③では,『自信』という項目が
留学の最大の成果になっているの。 しかし,外国人留学生を対象とした今回の調査では,『自信』とい
う項目はわずかに韓国人正規生のレポー トに1度出現しただけである。
日本人学生の場合は, 1か月という短い語学研修留学であっても,「自己の成長」を成果として高く
評価しているが,非正規生においては項目にあげたのは1人だけである。
正規生,非正規生を問わず,全ての学生が異文化の中での生活には,様々な困難や辛いことがあると
記述 している。だが,困難や苦労は精神力を鍛え,生きる力を育み, 自立を促すと評価し,一人前の大
人になるためには必要な経験だと考え,むしろ 「辛さ」。「困難」・「苦労」をメリットとしていることが
わかった。
ある中国人正規生は, 日本で 「差別」され悔 しい思いをしたが,差別されたことで,かつて中国で,
新彊ウイグル自治区からのイスラム教徒の転校生に対して抱いた感情や対応が 「差別」であったことに
気付き,留学しなければ一生気付かなかったであろうと,「被差別体験」をも留学のメリットとしてい
る。
さらには,学費や生活費を得るためのアルバイ トも,「バイ トをすることで日本社会がわかる」と肯
定的に捉えていることもわかった。
日本人のみならず様々な国からの留学生と友情を育み, 日本文化の良い面を積極的に学び, 自国では
決して体験できないことを体験し,「留学から得られるものは書ききれない」と,ほとんどの学生が留
学経験を高く評価 している。
おわりに
近年,外国人の “犯罪増加"により治安が悪化したとするマスコミ報道等を受けて,「貧しい外国人
は犯罪に手を染める」という見方が広がりつつあるのではないだろうか。
つい最近も,九州で一家4人を殺害した元留学生 ・就学生の事件がマスコミを賑わせたが, このよう
な事件等により,「(アジア地域からの)外国人学生=金に困っている」から 「金に困っている⇒犯罪」
という短絡的な図式が生まれるのではないかと筆者は危惧している。
中央教育審議会の 「新たな留学生政策の展開について (中間報告)」では,留学生に絡むトラブルや
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事件が多発しているとして,受け入れ機関に留学生の質の確保のための取り組みを促し,学習意欲の低
い学生や勉学状況の良好でない学生に厳しい処分を科することを提案している。
留学生の中には,「留学」とは名ばかりの生活を送っている不届き者もいる。最初は真面目に勉強す
るつもりで来日したものの,悪に手を染める結果になってしまった者もいるであろう。勉強そっちのけ
で,アルバイ トに精を出す者もいるようだ。真面目な学生を守る意味からも,入国審査を強化し,各大
学に在籍管理の徹底を求めるのもやむを得ないことかもしれない。
今回の調査対象者の中にも,残念ながら進級や卒業が危ぶまれる学力の低い学生もいるが,調査結果
からは,様々な困難を乗り越え懸命に生きている留学生の姿がうかがえる。留学の評価は,留学生が留
学先の社会にどのように受け入れられたかで大きく左右される。日本に来たこと, 日本で勉強すること
を 「素晴らしい経験」だと評価している大多数の真面目な留学生がいわれのない差別を受けることのな
いよう, 日本社会に留学生を受け入れることによって得られるメリット等にも注目する必要がある。
注
(1)参考文献(2)参照。
(2)昭和37年に文部省令によって認知された留学生のための特設科目。
侶)富山大学留学生センター紀要 (第2号,pp.25-32)に掲載。
に)2003年12月16日に開催された 「第一回異文化交流指導研究コンソーシアム・シンポジウム」において,
名古屋大学留学生センター三宅政子教授の講演の中で同様の指摘がなされた。
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佗)一―(2002)「『平成13年度私費外国人留学生生活実態調査』の調査結果」『留学交流』vol.14 no.6 pp.26-30
G)一一―(2003)「留学生の犯罪は本当に多いのか!?外国人検挙数の実態を検証する」『月刊アジアの友』 pp.2-5
(4)出原節子 (2003)「海外留学相談業務から見た留学の現況」『富山大学留学生センター紀要』第2号pp.25-32
調査結果 :各レポートに現われた項目と出現回数
① 「日本留学のすすめ」
料資
正規生 〔6人〕 非正規生 〔3人〕
異文化の理解 (2)
先進技術が学べる (2)
教育システムが良い (2)
日本文化から学ぶ
・ネL儀正しさ (1)
・きちんと並ぶ (1)
・ルールを守る (1)
異文化交流ができる (1)
知識が身につく (1)
労働 (アルバイ ト)の経験が出来る
バイ トをしながら勉強できる (1)
自立する (1)
母国ではできない得難い経験ができ
様々なサービス
(授業料免除,奨学金,交流活動)
自国 (中国)と文化的に近い (1)
日本語能力の向上 (2)
自文化を紹介することで,相互理解をはかる (2)
語学の勉強は自国でも出来るが, 自国で出来ない勉強が
できる (2)
異文化体験 ・異文化交流ができる (1)
実体験を通して日本や日本人を知ることができる
異文化を通して自文化を考える (1)
新しい人との出会い (1)
ステレオタイプ化 していた日本のイメージの変化 (1)
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正規生 〔26人〕 非正規生 〔4人〕
② 「留学から得られるもの」
自立 ・自立心 (10)
友人ができる (7)
知識 (6)
語学 (6)
人間的成長 (5)
独立 0独立性 (4)
親や家族のありがたさが分かった (4)
異文化理解と自文化への気付き (4)
社会勉強 。人生勉強
(アルバイ トを通して人間関係を学ぶ)(3)
生きる力 (2)
意志を鍛える (2)
視野が拡がった (2)
挑戦する力 (2)
意志力の育成 (1)
生活力の強化 (1)
頑張れるようになった (1)
一人前になる (1)
大人になる (1)
自信がつく (1)
精神的成長 (1)
節約するようになった (1)
一人で生活してお金をコントロールできるよう
になった (1)
柔らかい考え方ができるようになった (1)
国際的な問題に関心を持つようになった (1)
新たな人との出会い (1)
伝統文化への理解 (1)
就職に役立つ (1)
人生の基盤ができた (1)
将来の目標が定まった (1)
将来への方向づけになった (1)
国際結婚のチャンスが増す (1)
別の角度から自国, 自民族, 自分自身をみつめる
ことができる (1)
日本に対する考え方の変化
……韓国の教育の問題点が見えた (1)
愛国心, 自国への愛が生まれた (1)
異文化との出会いから学ぶ
0仕事の仕方,ルールを守る (1)
自立 (1)
問題解決能力を高める (1)
自己成長 (1)
責任感 (国の代表)(1)
回りの人に感謝するようになった (1)
日本から学ぶ
・遵法精神,環境保護の精神 (1)
・勤勉,効率的,団結の精神,環境保全 (1)
異文化への理解と自文化の理解 (1)
日本文化への理解 (1)
専門の知識 (1)
語学力 (1)
友人 (1)
異文化体験 (1)
人間関係を広める (1)
日本人との交流……
自国のことを紹介して,相互理解をする)(1)
実体験… 「百間は一見にしかず」(1)
方言に触れられた (1)
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・順番を守る,譲り合う思いやり (1)
・交通ルールを守る,礼儀正しい (1)
・思いやり (1)
・交通ルールを守る (1)
0環境保護の精神 (1)
・勤勉になった (1)
・礼儀正 しくなった (1)
0人の事を考えるようになった (1)
差別される痛みがわかった (1)
■日本文化の悪い面一一悪影響を受け,毒された。
(1)
自己中心的になり,
「金」が一番と思うようになった
③ 「日本社会 (文化)の中の私」
正規生 〔10人〕
異文化に対するとまどい
・靴を脱いで座る習慣
0食べ物 (なまものを食する)
・食事の作法 (汁ものを飲む時,スプーンを使わない)
・ホンネとタテマエ (中国人は好きなら 「好き」,嫌いなら 「嫌い」とハッキリ言う
・割り勘
・挨拶のしすぎ
0人間関係が冷たい (仕事上で仲良くしていても,仕事が終われば付き合いがない)
。お辞儀 (ネパールでは目上の人にしか頭を下げない)→郷に入れは郷に従うことも必要
・漢字 (字形が同じでも意味が違う→誤解が生まれた)
・風呂 (湯舟の湯を共有する)
・若者文化 ・学生文化
0テレビ番組
・日本語の曖昧表現
・物価高
日本文イヒの良いところを評価し,学ぶ
・日本人の素晴らしさ (親切,勤勉。しかし,学生は本分である勉強に熱心とは言えない)
・交通システムの効率性
・宅配便のシステム
日本に対するイメージの変化 ;異文化に慣れ,異文化を理解し,異文化を受け入れる (寛容)→柔軟な考え方を身
につける→自文化について考える
■日本文化の悪い面―――慣れない。理解できない。受け入れられない。(2)
:テレビ番組が低俗である (例えば,裸体を露出することは大変見苦しい)
0若者文化,学生文化 (教師に対する礼儀がなく,不作法)
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